
開会式　さむいな… 

大会長あいさつ 

稲葉ジャンプに負けない「西竹ジャンプ」 

みんなで力を合わせ 
「ヨイショ！ヨイショ！」 



　
今
年
、
二
十
回
目
を
迎
え
た
『
け
ね
べ
つ
ふ
れ
あ
い
カ
ー
ニ
バ
ル
』

が
八
月
二
日
（
日
）
農
協
グ
ラ
ン
ド
に
て
開
催
し
た
。
こ
の
カ
ー
ニ

バ
ル
は
計
根
別
地
域
の
み
ん
な
が
親
睦
を
深
め
る
た
め
と
、
今
年
も

計
根
別
地
域
総
合
振
興
対
策
協
議
会
の
主
催
で
毎
年
こ
の
時
期
に
開

催
し
て
い
る
が
、
昨
年
と
一
昨
年
の
二
年
連
続
で
悪
天
候
に
よ
り
中

止
と
な
っ
て
い
た
。
今
年
に
つ
い
て
は
、
二
十
回
と
い
う
節
目
の
年

で
も
あ
る
た
め
、
延
期
し
て
も
開
催
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
当
日

の
天
候
は
朝
か
ら
の
霧
雨
で
、
と
て
も
寒
く
一
番
牧
草
の
収
穫
作
業

も
遅
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
参
加
人
数
も
や
や
少
な
か
っ
た
様
で
す
。 

　
開
会
式
で
は
岩
渕
大
会
長
が
「
ふ
れ
あ
い
カ
ー
ニ
バ
ル
は
今
年
で

最
後
に
し
ま
す
が
、
来
年
か
ら
は
こ
れ
に
変
わ
る
も
の
を
企
画
し
た
い
」

な
ど
と
挨
拶
し
た
。 

　
競
技
に
つ
い
て
は
、
六
十
歳
以
上
の
参
加
に
よ
る
『
宝
く
じ
』、

十
人
で
息
を
合
わ
せ
て
飛
ぶ
『
一
緒
に
ジ
ャ
ン
プ
』、
一
人
一
〇
〇

メ
ー
ト
ル
を
八
名
で
走
る
『
男
女
混
合
リ
レ
ー
』、
男
女
十
五
名
で

綱
を
引
く
『
帰
れ
北
方
領
土
』、
男
女
で
玉
入
れ
行
う
『
源
平
合
戦
』、

入
学
前
の
幼
児
に
よ
る
『
ガ
ン
バ
レ
チ
ビ
ッ
コ
』、
一
本
の
綱
に
二

十
人
繋
い
で
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
タ
イ
ム
を
競
う
『
百
足
競
争
』
の
七

種
目
で
各
町
内
会
十
一
チ
ー
ム
に
よ
り
競
い
合
っ
た
。
競
技
結
果
は

優
勝
が
旭
会
、
準
優
勝
が
大
成
、
三
位
が
東
会
。 

　
ま
た
、
本
来
で
あ
れ
ば
昼
食
（
焼
肉
他
）
を
摂
っ
た
後
に
予
定
し

て
い
た
○
×
ゲ
ー
ム
と
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
は
急
遽
予
定
を
変
更
し
、
昼

食
を
摂
り
な
が
ら
の
開
催
で
あ
っ
た
が
、
○
×
の
ク
イ
ズ
で
は
子
供

も
大
人
も
真
剣
に
参
加
し
て
く
れ
、
子
供
か
ら
は
「
も
っ
と
簡
単
な

問
題
に
し
て
〜
!!
」
な
ど
と
叫
ぶ
子
も
い
た
。
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
、

計
根
別
チ
ー
ム
の
小
林
雄
一
さ
ん
が
見
事
に
豪
華
商
品
を
ゲ
ッ
ト
し
、

み
ん
な
に
羨
ま
し
が
ら
れ
て
い
た
。 

　
寒
い
中
、
開
催
さ
れ
た
ふ
れ
あ
い
カ
ー
ニ
バ
ル
で
し
た
が
、
大
き

な
怪
我
人
も
無
く
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い

カ
ー
ニ
バ
ル
は
二
十
年
と
い
う
歴
史
に
幕
を
お
ろ
し
ま
す
が
、
今
後

は
新
た
に
地
域
住
民
が
相
集
え
る
催
し
物
を
企
画
し
て
く
れ
る
と
思

い
ま
す
の
で
参
加
、
協
力
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

大
会
宣
言
す
る
須
崎
実
行
委
員
長 

ラ
ジ
オ
体
操
の
模
範
演
技
　
東
会
　
須
藤
君 

隣
り
の
爺
さ
ん
だ
け
に
は
… 

小
林
さ
ん
42
歳 

小
学
生
に
は
負
け
ら
れ
ぬ 
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ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
は
小
林
家
が
独
占 

４
等
賞
に
な
っ
た
わ
た
し 

決
し
て
誘
拐
犯
で
は
あ
り
ま
せ
ん 

「サトシさん　こっちはさっぱりですわ」 

「ヒロキ　大物が釣れたぞ」？？？ 

ぼくは走るミートボールっすよ 

「カモシカのミッチとは俺様のことよ!!」 

平川議員のシュート 
入ったのかな？ 

「小林君カタコリひどいね」 
「ストレスです」 

洋平さん 「俺の足が…」 
広光さん 「いいから引っ張れ」 

ふれあいベストカップル賞はどっち？ 
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七
月
二
十
六
日
（
日
）、
根
室
管
内
Ｊ
Ａ
役

職
員
野
球
大
会
が
中
標
津
町
営
球
場
で
ホ
ク
レ

ン
・
生
産
連
等
の
連
合
会
チ
ー
ム
を
含
み
７
チ

ー
ム
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。 

　
今
年
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
計
根
別
が
当
番
農

協
と
い
う
こ
と
で
、
数
日
前
よ
り
準
備
か
ら
運

営
ま
で
職
員
が
一
丸
と
な
り
開
催
に
こ
ぎ
着
け
た
。

前
日
の
雨
が
た
た
り
、
サ
ブ
球
場
と
し
て
借
り

て
い
た
中
標
津
高
校
グ
ラ
ン
ド
が
使
用
で
き
ず
、

こ
の
日
は
町
営
球
場
の
み
で
、
一
回
戦
の
三
試

合
だ
け
を
行
っ
た
。 

　
天
候
が
危
ぶ
ま
れ
る
中
、
開
会
式
も
中
止
し

一
試
合
目
の
Ｊ
Ａ
計
根
別
対
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ

Ａ
チ
ー
ム
（
旧
Ｊ
Ａ
別
海
と
旧
Ｊ
Ａ
上
春
別
）

と
の
試
合
が
始
ま
り
11
対
６
で
お
し
く
も
一
回

戦
で
姿
を
消
し
た
。 

　
計
根
別
は
一
回
の
表
に
四
死
球
と
ヒ
ッ
ト
で

八
点
を
許
し
、
中
盤
の
追
い
上
げ
が
あ
っ
た
が

追
い
つ
く
こ
と
が
出
き
ず
力
つ
き
た
。 

　
ナ
イ
ン
は
当
番
農
協
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

優
勝
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
来
た
の
で
涙
を

流
す
選
手
も
い
た
が
、「
ま
た
来
年
頑
張
り
ま

す
と
」
肩
を
落
と
し
な
が
ら
語
っ
た
。 

　
尚
、
準
決
勝
と
決
勝
戦
は
八
月
九
日
（
日
）

に
西
春
別
球
場
で
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
Ａ
・
道
東

あ
さ
ひ
Ｂ
・
Ｊ
Ａ
標
津
・
Ｊ
Ａ
中
標
津
の
４
チ

ー
ム
で
全
道
大
会
の
キ
ッ
プ
を
争
い
、
Ｊ
Ａ
道

東
あ
さ
ひ
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
。 

Q

サード川目課長 
森脇、俺の所に打たせんなよ 

円陣を組み、さあ～逆転するぞ…!!

43歳の切り込み隊長 
なぬ…走れってかい！！ 

4



う～む！森脇だめだな… 別海のピッチャーいい男ね～Q

“ちょっと、ちょっと審判さん、わたくし川目聡でございます” 佐藤厚柱監督もっと伸びて 

２番手菅原　スピードでは負けないぞ ３番手森脇　決して少年野球ではありません 

キャプテン神内　ドデカイ一発　見ておれ インハイの球は腕をたたんでこういう感じで…しかし… 
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皆、満足気です 

年部　　　版 

岡田君、無心で草刈ってます 永利君、働く男はカッコイイ！ 

　
七
月
二
十
三
日
、
上
標
津
支
部
で

は
交
差
点
の
草
刈
を
行
い
ま
し
た
。

他
支
部
よ
り
若
干
遅
れ
ま
し
た
が
、

地
域
貢
献
に
つ
な
が
る
活
動
で
あ
る

た
め
中
止
せ
ず
、
き
ち
ん
と
実
行
し

て
く
れ
ま
し
た
。
天
気
は
曇
り
模
様

で
し
た
が
、
綺
麗
に
な
っ
た
交
差
点

を
見
な
が
ら
皆
満
足
気
で
あ
り
ま

し
た
。 

衣装はふぁーまっくで買いました！ 

　
七
月
二
十
四
日
、

養
老
牛
地
区
で
ミ

ル
ク
ラ
ン
ド
Ｃ
Ｍ

撮
影
を
行
い
ま
し

た
。
出
演
は
当
青

年
部
を
代
表
し
て

大
成
支
部
、
河
本

慎
太
郎
君
一
家
。

撮
影
当
日
は
あ
い

に
く
の
小
雨
模
様

で
、
モ
ア
ン
山
の

「
牛
文
字
」
が
見

え
隠
れ
す
る
あ
い

に
く
の
天
気
。
し

か
し
、
息
子
の
琉
乃
介
く
ん
は
し
っ
か
り
セ
リ
フ
を
喋
っ
て
い
て
、
撮

影
ス
タ
ッ
フ
も
感
心
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
後
か
ら
奥
さ
ん
の
美
幸
さ

ん
に
聞
い
た
話
な
の
で
す
が
、
前
日
に
か
な
り
練
習
し
た
よ
う
で
す
。

放
映
は
八
月
下
旬
か
ら
開
始
す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の
広
報
が
配

布
さ
れ
る
頃
に
は
、
Ｔ
Ｖ
画
面
で
皆
さ
ん
見
て
い
る
か
も
…
…
。 

魅力ある酪農を求め、選挙へ行こう！ 
8月30日　衆院選投票日 

魅力ある酪農を求め、選挙へ行こう！ 
8月30日　衆院選投票日 

濃霧でモアンの「牛文字」が見えないよぉ～ 
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根室地区青協　農水省・JA全中・JA北農中央会

　
農
水
省
・
Ｊ
Ａ
全
中
・
Ｊ

Ａ
北
農
中
央
会
担
当
職
員

酪
農
実
習
受
入
が
、
七
月
二

十
八
日
か
ら
三
十
一
日
の
日

程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
青

年
部
も
農
水
省
生
産
局
畜
産

部
牛
乳
乳
製
品
課
貿
易
班
の

菊
池
祥
子
さ
ん
を
、
二
瓶
部

長
宅
で
受
け
入
れ
ま
し
た
。

菊
池
さ
ん
の
仕
事
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
・

Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
な
ど
、
海
外
と

の
輸
入
乳
製
品
目
交
渉
が
主

な
仕
事
で
技
官
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

　
七
月
二
十
九
日
、
当
青
年
部
の
三
役
と
交
流
を
行
い
、
出
身
地

の
岩
手
県
で
祖
父
母
が
農
業
を
営
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、「
農
家

の
所
得
を
上
げ
た
い
」
と
い
う
思
い
で
こ
の
職
を
選
ん
だ
と
の
事

で
し
た
。
二
瓶
部
長
宅
で
の
実
習
で
は
パ
ー
ラ
ー
搾
乳
や
牛
舎
の

掃
除
な
ど
、
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
二
十

八
日
の
夜
に
は
、

地
区
青
協
・
単
協

青
年
部
幹
部
と
の

意
見
交
換
会
が
中

標
津
で
開
催
さ
れ
、

農
政
活
動
と
国
際

情
勢
に
つ
い
て
の

情
報
提
供
や
活
発

な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
八
月
十
二
日
、

中
標
津
の
焼
肉
ウ

ェ
ス
タ
ン
に
て
、

本
年
度
最
初
の
部

員
交
流
会
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
者

は
総
勢
三
十
四
名
、

午
後
八
時
に
大
成

支
部
長
　
河
本
慎

太
郎
君
の
挨
拶
と

乾
杯
を
合
図
に
皆

一
斉
に
肉
を
取
り

に
…
。
「
そ
ん
な

に
食
え
ん
の
か
？
」
っ
て
言
う
位
の
肉
と
ラ
イ
ス
（
笑
）。
で

も
本
当
に
食
べ
ち
ゃ
い
ま
し
た
！
若
い
っ
て
素
晴
し
い
〜
。
日

頃
の
う
っ
ぷ
ん

と
、
一
番
草
収

穫
終
了
で
ホ
ッ

と
し
た
一
時
、

盛
り
上
が
っ
た

交
流
会
で
し
た
。 

（
青
年
部 

  

　
広
報
担
当
） 

搾乳中、中々様になってます 

部長家族と菊池さん（中央） 

魅力ある酪農を求め、選挙へ行こう！ 
8月30日　衆院選投票日 

魅力ある酪農を求め、選挙へ行こう！ 
8月30日　衆院選投票日 

魅力ある酪農を求め、選挙へ行こう！ 
8月30日　衆院選投票日 

計根別の名コンビです 

鹿野君のライス、富士山盛り！ 
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根
室
管
内
農
協
組

合
長
会
は
七
月
二
十

二
日
か
ら
二
十
四
日
、

酪
農
技
術
総
合
セ
ミ

ナ
ー
（
第
三
期
）
を

別
海
町
の
根
室
地
区

農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
た
。 

　
同
セ
ミ
ナ
ー
は
平

成
十
九
年
度
か
ら
始

ま
り
、
今
年
が
三
年

目
。
第
一
か
ら
第
四

ク
ー
ル
（
一
ク
ー
ル
三
日
間
）
で
十
月
ま
で
開
催
し
、
受
講

者
は
根
室
管
内
５
Ｊ
Ａ
職
員
な
ど
十
八
名
が
参
加
し
、
第
一

ク
ー
ル
で
は
『
地
域
農
業
の
課
題
と
今
後
の
対
応
』『
家
畜

ふ
ん
尿
の
活
用
』『
放
牧
と
飼
養
管
理
』
な
ど
三
日
間
で
十

三
講
議
を
受
講
し
た
。
講
師
に
は
普
及
セ
ン
タ
ー
、
根
釧
農
試
、

ホ
ク
レ
ン
職
員
や
酪
農

家
な
ど
が
勤
め
、
酪
農

技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
る
た
め
学
ん
だ
。 

　
尚
、
第
二
ク
ー
ル
は

八
月
十
九
日
か
ら
二
十

一
日
ま
で
『
乳
牛
の
一

生
』『
乳
牛
飼
養
管
理

の
基
礎
』
な
ど
十
課
程

を
学
ぶ
。 

　
　（
酪
農
課
　
萱
岡
） 

一応ちゃんと聞いている  大矢根・萱岡 

牧草の特徴を実際に見て判断 
立ちながら寝ている萱岡（ある意味スゴイ！） 

　
八
月
四
日
、
毎
年
恒
例
と
な
っ

て
い
る
『
子
供
も
一
緒
に
親
子
で

親
睦
を
深
め
よ
う
』
と
子
供
た
ち

の
夏
休
み
中
に
Ｂ
Ｂ
Ｑ
（
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
）
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。 

　
今
年
は
中
標
津
ゆ
め
の
森
公
園

で
子
供
十
名
、
親
七
名
参
加
し
ま

し
た
。 

　
当
日
は
朝
か
ら
晴
天
、
外
で
Ｂ

Ｂ
Ｑ
を
行
う
に
は
と
て
も
良
い
日

と
な
り
ま
し
た
。 

　
到
着
し
て
荷
物
を
運
び
、
暑
い

日
差
し
が
照
る
中
、
直
ぐ
に
炭
熾
し
を
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
行
い
、
肉

が
焼
け
る
頃
に
は
園
内
で
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
い
た
子
供
達
が
帰
っ
て

き
た
の
で
揃
っ
て
食
べ
ま
し
た
。
天
気
が
良
か
っ
た
の
で
、
い
っ
ぱ
い
食
べ
、

い
っ
ぱ
い
飲
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
食
べ
終
わ
っ
た
ら
、
子
供
た
ち
は
ま
た
遊
び
に
行
き
、
お
母
さ
ん
達
は

そ
こ
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
食
べ
な
が
ら
、

最
近
の
話
題
や
子
供
た
ち
の
話
な
ど

を
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

　
最
後
に
み
ん
な
で
ビ
ン
ゴ
を
行
い
、

と
て
も
賑
や
か
な
ゲ
ー
ム
と
な
り
ま

し
た
。 

　
短
い
時
間
で
し
た
が
汗
を
掻
き
な

が
ら
焼
肉
を
食
べ
、
子
供
達
も
楽
し

く
遊
べ
て
、
部
員
た
ち
も
交
流
を
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
と
て
も
楽

し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　（
営
業
企
画
課
　
岩
本
） 
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八
月
九
日
（
土
）
晴
天
の
な
か
、
管
内
共
進
会
が
ホ
ク
レ
ン
根
室
地
区
家
畜
市
場
に
て
開
催
さ
れ
、
根
室

管
内
か
ら
一
七
五
頭
の
出
陳
が
あ
っ
た
。
計
根
別
農
協
か
ら
は
二
十
戸
三
十
六
頭
の
出
陳
が
あ
り
全
道
共
進

会
を
目
指
し
た
。
審
査
員
は
岩
見
沢
市
の
酪
農
家
で
全
国
各
地
の
審
査
歴
が
あ
る
瀬
能
剛
氏
を
迎
え
、
厳
正

な
中
に
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
審
査
を
行
っ
た
。 

　
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
来
年
の
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
（
北
海
道
開
催
予
定
）
開
催
の
関
係
で
時

期
が
早
ま
り
八
月
上
旬
に
な
っ
た
。
ま
た
、
今
年
は
一
番
草
の
収
穫
が
遅
れ
て
い
る
関
係
で
出
陳
者
も
大
変

な
苦
労
を
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
沢
山
の
牛
を
出
陳
し
て
く
れ
た
こ
と
に
対
し
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

　
結
果
は
、
一
部
で
㈲
ハ
イ
エ
ス
ト
フ
ア
ー
ム
と
佐
藤
広
光
氏
（
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ド
大
夢
君
）、
四
部
で
は

林
満
治
氏
が
一
等
一
席
、
六
部
で
は
㈲
影
山
フ
ア
ー
ム
が
初
の
全
道
を
決
め
、
未
経
産
牛
で
は
計
三
頭
が
全

道
の
切
符
を
つ
か
ん
だ
。 

　
ま
た
、
経
産
牛
で
は
八
部
に
星
野
淳
氏
が
一
等
一
席
、
本
田
正
志
氏
、
九
部
で
も
林
満
治
氏
が
自
身
二
頭

目
の
一
等
一
席
、
㈱
ケ
ネ
カ
ラ
ン
ド
、
佐
藤
広
光
氏
が
本
会
二
頭
目
の
全
道
を
決
め
た
。
尚
、
佐
藤
氏
は
経

産
牛
で
は
初
。
ま
た
、
十
部
で
は
須
崎
智
裕
氏
、
十
一
部
で
㈲
サ
ン
ハ
イ
フ
ア
ー
ム
、
十
二
部
で
北
村
篤
氏
、

十
三
部
で
は
林
氏
本
会
三
頭
目
の
全
道
切
符
を
手
に
し
、
総
体
で
は
昨
年
を
上
ま
る
十
三
頭
が
九
月
十
二
〜

十
三
日
に
十
勝
の
音
更
町
で
開
催
さ
れ
る
全
道
共
進
会
に
根
室
管
内
代
表
と
し
て
出
陳
す
る
。 

平成２１年度 平成２１年度 

さ
い
先
良
く
全
道
を
決
め
た
ハ
イ
エ
ス
ト
　 

二
瓶
さ
ん 

親
子
で
つ
か
ん
だ
久
々
の
全
道 

「
僕
の
お
か
げ
だ
ネ
!!
」 

農
高
三
年
　
工
藤
千
鶴
さ
ん
が
リ
ー
ド
す
る 

チ
ズ
ル
号
　
二
等
二
席
に
入
賞 
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平成２１年度 

今シーズン負けなしの 
星野さんのルフィ号（１等１席） 

初全道を決めた影山洋平君　「頭が重いヨ～」 ４部１等１席　林さん（リードマン鴇巣君） 

わたくし林です。余裕です…（１等１席） ノーズヒル（佐藤さん） 初の経産全道 
一花（鼻）咲かせます 

この牛に賭ける本田正志さん 

全道常連のサンハイフアーム　「正志頼むぞ！！」 須崎智裕さん　「次は俺だな…」 ケネカランド本田勉さん１等３席 
何年連続だっけ？ 

２年連続グランドチヤンピオン 
別海　安部克寿さん 

ＥＸと全道と大活躍の林さんのロイ 北村さん　見よ！！マリオのＥＴ産子を 
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共
済
課
　
共
済
係
　

　
私
は
新
人
職
員
の
中
で
一
番
初
め
に

実
習
が
決
ま
り
、
上
標
津
の
久
保
伸
一

さ
ん
の
お
宅
に
一
週
間
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
実
習
が
始
ま
る
一
週
間
前
か

ら
「
何
か
失

敗
し
て
し
ま

う
か
も
し
れ

な
い
、
迷
惑

を
か
け
た
ら

ど
う
し
よ

う
」
と
い
う

不
安
が
沢
山

あ
り
ま
し
た
。 

　
そ
ん
な
不
安
が
あ
る
中
、
実
習
当
日
、

久
保
さ
ん
の
お
宅
に
着
い
た
と
同
時
に

小
さ
く
て
と
て
も
可
愛
い
女
の
子
が
出

迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
奥
さ
ん
も
と
て

も
優
し
そ
う
で
し
た
の
で
、
だ
ん
だ
ん

不
安
な
気
持
ち
が
消
え
、
一
週
間
頑
張

れ
そ
う
な
気
が
し
て
き
ま
し
た
。 

　
夕
方
か
ら
一
回
目
の
仕
事
が
始
ま
り
、

見
慣
れ
な
い
牛
舎
で
行
わ
れ
る
搾
乳
に

感
激
し
つ
つ
も
、
何
を
し
た
ら
良
い
の

か
わ
か
ら
ず
戸
惑
う
私
に
、
久
保
さ
ん

が
優
し
く
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
初

め
て
や
る
作
業
ば
か
り
で
大
変
で
し
た
が
、

「
農
家
の
方
々
は
一
年
中
こ
れ
ら
の
作

業
を
し
て
い
る
ん
だ
」
と
考
え
る
と
、

大
変
な
ど
と
言
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
な

と
感
じ
ま
し
た
。 

　
二
週
間
前
か
ら
ず
っ
と
天
気
が
悪
く
、

実
習
の
初
日
か
ら
大
雨
で
し
た
が
、
翌

日
か
ら
実
習
が
終
わ
る
ま
で
の
六
日
間

は
快
晴
で
、
牛
舎
の
仕
事
だ
け
で
な
く

畑
の
仕
事
や
山
菜
採
り
に
も
連
れ
て
行

っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
最
終
日
は
沢
山
遊
ん
だ
花
奈
ち
ゃ
ん

と
楓
奈
ち
ゃ
ん
に
会
え
な
く
て
寂
し
い

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
最
後

の
搾
乳
を
終
え
て
久
保
さ
ん
の
家
族
が

見
送
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
一
週
間
と

い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
、
何
も
分
か

ら
な
か
っ
た
私
に
色
々
な
事
を
教
え
て

頂
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
か
し
た
。

事
務
所
に
居
る
と
、
な
か
な
か
会
う
事

が
あ
り
ま
せ
ん
が
今
回
の
実
習
で
感
じ

た
事
や
学
ん
だ
事
を
忘
れ
ず
に
一
生
懸

命
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
柚
奈
ち
ゃ
ん
、
元
気
に
す
く
す
く
育

っ
て
ね
!! 

 

営
農
振
興
課
　
基
盤
整
備
係
　
　
　 

　
六
月
二
十
九
日
か
ら
七
月
五
日
の
一

週
間
、
新
人
職
員
の
農
家
実
習
と
い
う

事
で
、
西
竹
の
鈴
木
直
良
さ
ん
の
お
宅

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

　
実
習
中
は
餌
や
り
や
、
搾
乳
な
ど
色
々

な
仕
事
を
手
伝
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は

牛
舎
の
洗
浄
で
す
。
二
日
が
か
り
の
牛

舎
洗
浄
は
、
熱
く
と
て
も
大
変
で
し
た
が
、

そ
の
後
の
達
成
感
は
今
で
も
覚
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
疲
れ
て
い
て
も
子
供
達

の
無
邪
気
な
笑
顔
を
見
る
と
、
と
て
も

癒
さ
れ
ま
し
た
。 

　
分
か
ら
な
い
事
が
多
く
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
一
つ
一
つ

丁
寧
に
仕
事
を
教
え
て
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
一
週
間
を
振
り
返
っ
て
み
て
と

て
も
充
実
し
た
一
週
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
農
家
実
習
を

生
か
し
、
少
し
で
も
組
合
員
さ
ん
の
目

線
で
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。 

　
最
後
に
こ
の
一
週
間
お
世
話
に
な
っ

た
鈴
木
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

　
遊
び
に
い
き
ま
〜
す
。 

 

畜
産
販
売
課
　
畜
産
販
売
係
　
　
　 

　
七
月
六
日

か
ら
十
二
日

ま
で
の
一
週

間
、
養
老
牛

の
株
田
勝
則

さ
ん
の
お
宅

で
酪
農
実
習

を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

一
週
間
住
み
込
み
で
酪
農
実
習
な
ど
初

め
て
の
体
験
で
し
た
の
で
、
最
初
は
と

て
も
不
安
で
し
た
。 

　
仕
事
の
内
容
も
全
く
わ
か
ら
な
い
ま

ま
実
習
が
始
ま
り
、
最
初
は
パ
ー
ラ
ー

室
の
壁
を
磨
き
、
夕
方
に
初
め
て
搾
乳

を
体
験
さ
せ
て
頂
き
、
翌
日
か
ら
は
、

搾
乳
が
終
わ
っ
た
牛
に
薬
を
付
け
（
デ

ッ
ピ
ン
グ
）
パ
ー
ラ
ー
か
ら
牛
を
出
す

と
い
う
作
業
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。「
牛

に
け
ら
れ
る
の
で
は
？
」
と
て
も
不
安

で
し
た
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
牛
に
も
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慣
れ
て
何
と
か
こ
な
す
事
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
実
習
期
間
中
に
子
牛
が

３
頭
生
ま
れ
た
の
で
ミ
ル
ク
を
飲
ま
せ

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
一
週
間
で
色
々
な
経
験
が
で
き

ま
し
た
。
株
田
さ
ん
に
は
沢
山
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
た
と
は
思
い
ま
す
が
、
家

族
の
皆
さ
ん
に
優
し
く
仕
事
を
教
え
て

頂
き
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
最
後
に
、
こ
の
酪
農
実
習
で
学
ん
だ

事
を
職
場
で
生
か
せ
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

酪
農
課
　
酪
農
係
　

　
こ
の
度
、
本
別
の
赤
池
雅
三
さ
ん
宅

で
六
月
二
十
九
日
よ
り
一
週
間
酪
農
実

習
を
致
し
ま
し
た
。
酪
農
実
習
は
大
学

の
時
に
体
験
し
た
以
来
で
あ
り
、
と
て

も
不
安
で
し
た
が
赤
池
さ
ん
や
実
習
生

の
小
木
さ
ん
が
丁
寧
に
仕
事
を
教
え
て

頂
い
た
こ
と
で
不
安
は
な
く
な
り
、
実

習
は
充
実
し
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。 

　
実
習
内
容

は
、
バ
ン
ガ

ー
サ
イ
ロ
の

修
繕
や
草
刈
、

パ
イ
プ
ラ
イ

ン
の
清
掃
、

更
に
は
庭
の

木
の
剪
定
な

ど
様
々
な
仕

事
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
酪
農
家
は

搾
乳
作
業
や
給
餌
作
業
だ
け
で
は
な
く

色
々
な
仕
事
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
、

と
て
も
大
変
な
ん
だ
な
と
あ
ら
た
め
て

思
い
ま
し
た
。 

　
赤
池
さ
ん
は
放
牧
主
体
の
酪
農
経
営

を
行
っ
て
お
り
、
発
情
発
見
は
そ
ん
な

に
難
し
く
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
い
ざ
自
分
で
や
っ
て
み
る
と
放

牧
地
で
は
何
番
の
牛
が
騒
い
で
い
る
の

か
わ
か
ら
ず
、
放
牧
地
を
ぐ
る
ぐ
る
回

っ
て
よ
う
や
く
見
つ
け
ま
し
た
。
普
段

の
人
工
授
精
業
務
で
は
発
情
牛
を
数
多

く
見
ま
す
が
、
発
情
牛
を
発
見
す
る
と

い
う
こ
と
自
体
が
非
常
に
大
変
な
仕
事

で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
こ
の
体
験

を
基
に
、
人
工
授
精
業
務
に
お
い
て
も

一
発
情
に
対
し
て
、
更
に
親
身
に
な
っ

て
真
剣
に
向
き
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
最
後
に
、
一
週
間
実
習
を
さ
せ
て
頂

い
た
赤
池
さ
ん
と
ご
家
族
の
皆
さ
ん
、

実
習
生
の
小
木
さ
ん
に
感
謝
致
し
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

酪
農
課
　
酪
農
係
　

　
六
月
二
十
九
日
か
ら
七
月
五
日
ま
で

の
期
間
、
本
別
の
蛭
田
久
仁
夫
さ
ん
の

お
宅
で
実
習
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
健

太
郎
さ
ん
、
幸
子
さ
ん
夫
婦
と
一
緒
に

仕
事
を
し
、
初
日
か
ら
搾
乳
を
や
ら
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
搾
乳
作
業
は
大
学
の

実
習
以
来
で
し
た
の
で
う
ま
く
出
来
る

か
不
安
で
し

た
が
、
お
二

人
が
と
て
も

親
切
に
教
え

て
下
さ
り
、

翌
日
か
ら
は

作
業
の
流
れ

に
乗
り
、
し

っ
か
り
と
行

う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

　
私
が
実
習
に
入
っ
た
翌
日
か
ら
天
気

が
悪
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
外
の

作
業
は
あ
ま
り
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

人
工
授
精
業
務
以
外
に
色
々
な
牛
舎
作

業
を
や
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
普
段
の

人
工
授
精
業
務
と
は
違
う
作
業
は
新
鮮
で
、

軽
い
力
仕
事
で
し
た
が
楽
し
く
や
ら
せ

て
頂
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
実
習
が
非
常
に
充
実
し
、
楽
し

く
や
ら
せ
て
頂
け
た
の
は
、
何
と
言
っ

て
も
蛭
田
さ
ん
の
ご
家
族
の
温
か
さ
で

し
た
。
家
族
の
一
員
の
よ
う
に
接
し
て

頂
き
、
ま
る
で
自
分
の
家
で
あ
る
か
の

よ
う
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
あ
っ
と
い
う
間
の
一
週
間
の
実
習
で

し
た
が
、
私
を
受
け
入
れ
て
下
さ
っ
た

蛭
田
さ
ん
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
こ
れ
か
ら
も

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

　
追
伸
　
　
健
太
郎
さ
ん
幸
子
さ
ん
ご

出
産
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

総
務
電
算
課
　
総
務
係
　

　
今
回
、
大
成
の
佐
藤
雄
太
さ
ん
宅
で

酪
農
実
習
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
酪

農
実
習
は
大
学
の
時
以
来
で
、
今
回
で

二
回
目
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
な
か
な

か
う
ま
く
動
け
ず
、
挙
句
の
果
て
に
は

初
日
か
ら
暑
さ
で
バ
テ
て
し
ま
う
と
い

う
「
ダ
メ
ダ
メ
」
な
私
で
し
た
が
、
そ

ん
な
私
に
佐
藤
さ
ん
の
ご
家
族
は
と
て

も
優
し
く
接
し
て
し
て
頂
き
、
一
週
間

と
て
も
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。 

　
最
初
は
作

業
に
慣
れ
る

の
が
大
変
で
、

搾
乳
作
業
を

や
る
に
も
な

か
な
か
ス
ム

ー
ズ
に
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
佐
藤
さ
ん
に
優
し

く
教
え
て
頂
き
な
が
ら
、
一
日
一
日
が

早
く
過
ぎ
て
行
き
ま
し
た
。 

　
今
回
の
酪
農
実
習
に
行
っ
て
、
ま
す

ま
す
酪
農
の
あ
り
が
た
み
を
知
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
初
め
は
す
ご
く
緊
張

し
て
い
て
、
自
分
が
迷
惑
を
掛
け
て
し

ま
わ
な
い
か
な
ど
す
ご
く
心
配
で
し
た
が
、

本
当
に
一
週
間
が
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。 

　
最
後
に
、
酪
農
実
習
を
さ
せ
て
頂
い

た
佐
藤
さ
ん
に
は
色
々
と
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 
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毎
年
恒
例
と
な
る
、
栃
木
県

の
那
須
拓
陽
高
校
と
矢
板
高
校

の
生
徒
に
よ
る
、
酪
農
実
習
が

七
月
十
六
日
か
ら
約
二
週
間
の

日
程
で
、
両
校
合
わ
せ
て
十
九

名
を
酪
農
実
習
生
と
し
て
受
け

入
れ
た
。 

　
受
入
式
で
は
、
纐
纈
組
合
長

が
激
励
の
挨
拶
を
し
、
引
率
の

先
生
よ
り
実
習
中
の
生
活
態
度

や
言
葉
使
い
、
特
に
挨
拶
な
ど

に
つ
い
て
注
意
を
受
け
た
。
ま
た
、
最
後
に
実
習
生
を
代
表
し
て
鴇
巣
君

が
「
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。」
と
受
け
入

れ
農
家
の
方
々
に
挨
拶
し
た
。 

　
そ
の
後
、
各
農
家
さ
ん
毎
に

分
れ
緊
張
し
た
面
持
ち
で
挨
拶

を
交
わ
し
、
栃
木
か
ら
も
っ
て

き
た
お
土
産
を
渡
し
て
い
た
の

が
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
。 

　
尚
、
こ
の
実
習
は
昭
和
三
十

八
年
に
矢
板
高
校
生
を
受
け
入

れ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
、
今
年

で
四
十
六
年
目
を
迎
え
る
歴
史

あ
る
も
の
で
す
。
卒
業
し
て
何

十
年
も
経
っ
て
か
ら
突
然
会
い

に
来
た
り
、
年
賀
状
の
や
り
取

り
な
ど
、
ず
っ
と
そ
う
い
う
繋

が
り
が
あ
る
と
い
い
な
と
思
い

ま
す
。 

 

　
実
習
も
半
ば
を
迎
え
た
七
月
二
十

二
日
、
小
雨
が
ち
ら
つ
く
中
、
実
習

生
と
引
率
の
先
生
の
二
十
一
名
が
交

歓
会
と
い
う
こ
と
で
釧
路
動
物
園
へ

向
け
て
農
協
よ
り
出
発
し
ま
し
た
。

六
日
ぶ
り
に
仲
間
と
再
会
し
た
せ
い
か
、

緊
張
が
ほ
ぐ
れ
み
ん
な
笑
顔
で
目
的

地
ま
で
お
し
ゃ
べ
り
が
続
い
て
い
ま

し
た
。 

　
動
物
園
に
到
着
し
て
か
ら
は
、
天

気
も
味
方
し
て
く
れ
雨
は
早
く
か
ら

上
が
っ
て
い
た
よ
う
で
、
時
お
り
日

も
差
し
気
温
も
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

園
内
で
は
ほ
と
ん
ど
が
自
由
時
間
で
、

先
生
や
仲
の
良
い
友
達
同
士
で
楽
し

そ
う
に
回
っ
て
、
普
段
と
変
わ
ら
な

い
高
校
生
の
姿
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

き
っ
と
釧
路
動
物
園
の
人
気
者
の
『
タ

イ
ガ
と
コ
コ
ア
』
も
し
っ
か
り
と
見

て
来
た
事
で
し
ょ
う
。 

　
動
物
園
で
の
自
由
時
間
も
終
わ
り
、

場
所
を
釧
路
湿
原
展
望
台
へ
と
移
し

湿
原
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
見
な
が
ら
昼

食
を
摂
り
ま
し
た
。
北
海
道
の
大
自

然
を
大
い
に
満
喫
し
、
感
動
し
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

　
楽
し
い
時
間
も
あ
っ
と
い
う
間
に

終
わ
り
、
計
根
別
に
戻
り
ま
し
た
。

み
ん
な
少
し
疲
れ
た
の
か
、
バ
ス
の

中
で
は
静
か
で
眠
り
に
つ
い
て
い
る

生
徒
も
い
た
よ
う
で
す
。
農
協
に
到

着
す
る
と
、
計
根
別
の
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
が
迎
え
に
来
て
く
れ
た
こ

と
に
喜
ん
で
駆
け
寄
る
生
徒
も
い
ま

し
た
。 

　
実
習
期
間
も
あ
と
僅
か
、
親
元
を

離
れ
知
ら
な
い
土
地
で
の
実
習
は
と

て
も
不
安
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

ほ
ん
の
僅
か
な
時
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
北
海
道
で
の
思
い
出
が
出
来

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　（
営
農
支
援
課
　
高
橋
） 
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七
月
二
十
八
日
、
受
け
入
れ
か
ら
長
く
短
い
約
二
週
間
が
経
ち
、
酪
農
実
習

が
無
事
終
了
し
た
。 

　
終
了
式
で
は
、
佐
藤
参
事
が
「
こ
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
大
き
く
成
長
し

て
欲
し
い
」
な
ど
と
挨
拶
し
た
。
最
後
に
、
生
徒
を
代
表
し
て
斉
藤
君
が
受
け

入
れ
農
家
さ
ん
に
対
す
る
お
礼
の
挨
拶
を
述
べ
閉
会
し
た
。 

　
そ
の
後
、
受
け
入
れ
て
頂
い
た
農
家
さ
ん
と
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
握
手
を

交
わ
し
、
農
家
さ
ん
は
「
元
気
で
頑
張
れ
。
ま
た
遊
び
に
来
い
よ
。
」
な
ど
と

励
ま
し
な
が
ら
最
後
ま
で
バ
ス
を
見
送
っ
て
い
た
。 

　
尚
、
今
回
実
習
生
を
受
け
入
れ
て

下
さ
っ
た
組
合
員
さ
ん
に
は
深
く
感

謝
致
し
ま
す
。 

　
こ
の
子
達
が
将
来
、
人
間
的
に
大

き
く
、
た
く
ま
し
く
な
っ
て
く
れ
る

事
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

「
ま
た
、来
年
も
お
い
で
よ
…
」 

管
内
共
進
会 

最
後
の
調
整
す
る
佐
藤
広
光
さ
ん
と
大
夢
君 

『
大
夢
こ
ん
な
感
じ
で
い
い
か
？
』 

『
う
〜
ん
　
ま
ぁ
ま
ぁ
だ
な
』 
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計根別乳牛改良連合会 

白 通

　
六
月
十
九
日
、
正
美
公
園
に
て
飼
養
管

理
講
習
会
を
開
催
し
、
部
員
十
二
名
と
ホ

ク
レ
ン
や
農
協
か
ら
三
名
が
参
加
し
ま

し
た
。 

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
暖
か
い
な
か

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
講
師
は
根
室
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

の
田
嶋
規
江
指
導
員
を
招
い
て
、「
な
る

ほ
ど
!!
農
場
の
管
理
工
夫
例
」
と
題
し
、
い
く
つ
か
の
農
場
で
行
わ
れ
て
い
た
工

夫
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

　
例
と
し
て
、
器
具
（
チ
ョ
ー
ク
や
エ
ス
ト
ロ
テ
ク
ト
）
を
使
用
に
よ
る
発
情
発

見
効
率
向
上
、
エ
ス
ロ
ン
管
を
利
用
し
た
手
作
り
哺
乳
瓶
ホ
ル
ダ
ー
、
耳
標
の
表

裏
を
使
っ
た
名
前
や
生
年
月
日
を
書
く
こ
と
に
よ
る
容
易
な
確
認
方
法
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
、
熱
心
に
聞
き
「
早
速
使
用
し
て
み
よ
う
か
な
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
講
習
会
終
了
後
、
ハ
ウ
ス
内
で
先
日
販
売
し
た
和
牛
肉
を
食
し
ま
し
た
。
肉
は

サ
シ
が
よ
く
は
い
り
お
い
し
い
と
好
評
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
良
い
企
画
と
な
り

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
酪
農
課
　
小
林
） 

 

計根別農協和牛生産振興会 

もう少しだけ喋らせて… 

街をきれいに　計根別ユニオンス 

早く肉　食いてぇなぁー 

講師の普及センター 
田嶋指導員 

　
七
月
十
八
日
、
計
根
別
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー
部
「
計
根

別
ユ
ニ
オ
ン
ズ
」
の
部
員
や
卒

業
生
、
父
母
ら
が
地
域
へ
の
恩

返
し
と
い
う
こ
と
で
計
根
別
市

街
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
っ
た
。 

　
ユ
ニ
オ
ン
ズ
は
昨
年
、
初
め

て
の
全
道
大
会
出

場
に
伴
い
、
地
域

の
皆
さ
ん
か
ら
寄

付
を
頂
い
た
こ
と

に
対
し
て
感
謝
を

表
そ
う
と
、
計
根

別
地
域
で
交
通
安

全
啓
発
運
動
を
行

っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
始
ま
り
今
年

で
二
回
目
。
参
加

し
た
十
九
名
は
丁

寧
に
ゴ
ミ
袋
が
い

っ
ぱ
い
に
な
る
ま

で
約
一
時
間
ゴ
ミ

を
拾
っ
た
。 

　
今
年
の
チ
ー
ム

は
６
年
生
が
中
心
で
指
導
者
の

舟
橋
先
生
の
も
と
部
員
は
毎
日

き
び
し
い
練
習
に
耐
え
、
夏
休

み
返
上
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
全
道
大
会
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。 
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七
月
十
二
日
（
日
）
第
一
回
な
か
し
べ
つ
330°
開
陽
台
マ
ラ
ソ
ン
が
中
標
津
町
運
動
公
園
発

着
で
開
催
さ
れ
、
道
内
外
か
ら
約
八
〇
〇
人
が
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
（
二
一
、
〇
九
七
五
㎞
）

と
五
㎞
、
ミ
ニ
ハ
ー
フ
（
約
二
、
一
㎞
）
な
ど
で
タ
イ
ム
を
競
っ
た
。 

　
こ
の
大
会
は
、
町
制
施
行
六
十
年
記
念
と
し
て
中
標
津
町
で
開
催
さ
れ
る
初
め
て
の
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
で
、
近
年
、
全
国
的
に
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
が
盛
ん
に
開
催

さ
れ
て
お
り
、
釧
路
地
方
陸
上
競
技
協
会
、
中
標
津
警
察
署
を
は
じ
め
愛
好
者
団
体
な
ど
、

町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
開
催
す
る
運
び
と
な
っ
た
。 

　
ハ
ー
フ
は
高
校
生
か
ら
八
十
歳
ま
で
五
〇
七
人
が
完
走
し
、
遠
軽
自
衛
隊
の
留
田
勝
さ
ん

が
一
時
間
十
五
分
三
十
八
秒
で
優
勝
し
た
。 

　
参
加
者
か
ら
は
「
気
候
も
景
色
も
良
く
、
気
持
ち
よ
く
走
れ
た
。
来
年
以
降
も
出
た
い
。」

な
ど
の
声
も
あ
り
、
来
年
以
降
も
継
続
し
て
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。 

親子でミニハーフ（子供には負けないぞー） 

真剣勝負　優勝を目指して 
共
済
ド
ク
タ
ー
ラ
ン
ナ
ー 

フ
ァ
イ
ト
ー
！！
　
一
発
!!
 

中標津町消費拡大推進協議会による乳製品のＰＲ 

9/  2（水） 

9/  5・6（土・日） 

9/  9（水） 

9/12・13（土・日） 

 

9/15（火） 

9/16（水） 

9/17（木） 

9/19・20（土・日） 

9/23（水） 

9/30（水） 

ホクレン定期市場（4番目） 

北海道肉用牛共進会（音更町） 

ホクレン定期市場 （5番目） 

北海道ホルスタインナショナルショウ（音更町）　審査員　串田　雅樹 氏 

計根別神社祭 

ホクレン肉牛（和牛）市場（音更町） 

ホクレン定期市場（6番目） 

ホクレン乳牛セール（7番目） 

別海町産業祭　第２部　場所　別海町農村広場 

ホクレン定期市場（7番目） 

ホクレン定期市場（最終）・農協仮決算（棚卸） 
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根室農業改良普及センター 

北根室支所 

272-2163

　
草
地
更
新
は
と
て
も
大
き
な
投
資

で
す
。
こ
れ
を
ム
ダ
に
し
な
い
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

牧
草
は
初
期
生
育
が
緩
慢
な
た
め
、

一
年
生
広
葉
雑
草
（
シ
ロ
ザ
、
タ
デ

類
）
が
先
に
覆
い
被
さ
り
、
そ
の
ま

ま
で
は
消
失
し
て
し
ま
い
ま
す
。
収

量
を
確
保
し
寿
命
の
長
い
草
地
を
作

る
た
め
に
、
更
新
後
も
管
理
が
必
要

で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
掃
除
刈
り
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。 

 

１
　
な
ぜ
掃
除
刈
り
か 

  

一
年
生
広
葉
雑
草
は
、
成
長
点
（
草

が
伸
び
て
い
く
部
分
）
が
高
い
位
置

に
あ
る
た
め
（
写
真
１
）、
掃
除
刈

り
を
行
え
ば
、
成
長
点
の
低
い
牧
草

に
日
光
が
あ
た
り
優
位
に
な
り
、
そ

の
後
の
雑
草
の
繁
茂
を
抑
え
る
こ
と

が
出
来
ま
す
（
図
１
）。 

 

２
　
い
つ
、
や
れ
ば
い
い
か 

   

掃
除
刈
り
が
早
す
ぎ
る
と
雑
草
の

抑
制
効
果
も
低
く
、
チ
モ
シ
ー
も
幼

い
た
め
生
育
を
阻
害
し
ま
す
。
雑
草

が
二
〇
〜
三
〇
㎝
の
頃
（
更
新
後
四

〇
〜
六
〇
日
） 

雑
草
の
抑
制
効
果
が

高
く
、
チ
モ
シ
ー
へ
の
影
響
も
最
小

限
で
済
み
ま
す
。
逆
に
遅
す
ぎ
る
と 

雑
草
の
繁
茂
の
た
め
に
チ
モ
シ
ー
が

消
失
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。 

３
　
ど
の
高
さ
で
刈
る
の
か 

  

刈
り
取
り
高
は
一
〇
〜
一
五
㎝
が

ベ
ス
ト
で
す
。
通
常
の
牧
草
収
穫
で

は
三
〜
七
㎝
く
ら
い
の
刈
り
取
り
高

な
の
で
、
か
な
り
高
め
に
刈
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
雑
草

の
頭
（
成
長
点
）
を
刈
り
つ
つ
牧
草

へ
の
影
響
を
低
く
抑
え
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。 

 

４
　
刈
り
取
り
後 

　
刈
り
取
り
草
の
量
が
多
い
場
合
、

除
去
し
な
い
と
下
に
な
っ
た
牧
草
は

死
ん
で
し
ま
い
ま
す
（
写
真
２
）。

ロ
ー
ル
べ
ー
ラ
ー
や
ワ
ン
マ
ン
ハ
ー

ベ
ス
タ
ー
で
拾
い
ま
し
ょ
う
。 

 

写真１　新播草地のシロザ 

写真２　刈り取り草の下で枯死した牧草 

生 乳 販 売 情 報 

市 場 情 報 草地区分 

新　播 

 

時　　期 

は種後40～60日で 

雑草が20～30㎝の時 

刈り高 

10～15㎝ 

 

表１　掃除刈りの実施時期 
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生 乳 販 売 情 報 生 乳 販 売 情 報 
平成21年度 7月末　管内農協生乳受託実績表（㎏） 

市 場 情 報 市 場 情 報 
根室家畜市場　一般市場　8月5日開催分　税込 ホクレン肉牛（和牛）市場 

ホクレン十勝地区家畜市場（音更町）       

根室家畜市場　乳牛市場（セール） 7月9日開催分　税込 

Ｊ Ａ 標 津 町  

Ｊ Ａ 中 標 津 町  

Ｊ Ａ 計 根 別  

Ｊ Ａ 中 春 別  

西 春 別 支 所  

上 春 別 支 所  

別 海 本 所  

根 室 支 所  

　 小 　 　 計 　  

　 合 　 　 計 　  

初生・ホル　オス   

初生・ホル　フリーマチン  

初生・ホル　メス   

初 生 ・ F 1 　 オ ス   

初 生 ・ F 1 　 メ ス   

初生・和牛　メス   

初生・和牛　オス   

乳牛・ホル　育成   

乳牛・ホル　初妊   

乳牛・ホル　経産   

乳牛・ホ系　経産   

乳牛・ホ無　経産   

肉素・和牛　メス   

肉素・和牛　ヌキ   

肉 素 ・ F 1 　 メ ス   

肉 素 ・ F 1 　 オ ス   

肉素・ホル中トク　メス  

肉素・ホル中トク　オス  

肉素・ホル中トク　ヌキ 

肉素・ホル12ヶ月以上メス 

廃 用 ・ 和 牛   

廃用・F1（交雑種）  

廃 用 ・ ホ ル   

廃 用 ・ そ の 他   

道
東
あ
さ
ひ
 

農　　協　　名 

畜　　　　種 出場 

月　　　　　計 

乳　　　　量 前年比 

8,754,920  

10,823,708  

7,574,375  

10,046,640  

8,521,269  

5,474,232  

15,167,264  

4,438,640  

33,601,405  

70,801,048 

102.3 

99.7 

102.3 

100.4 

103.6 

101.4 

102.7 

96.9 

101.9 

101.4

累　　　　　計 

乳　　　　量 前年比 

34,575,430  

43,343,362  

30,071,931  

39,723,440  

33,613,463  

21,633,529  

59,573,910  

17,198,870  

98,418,367  

279,733,935 

104.5 

101.9 

102.4 

101.1 

104.6 

101.9 

104.4 

99.9 

103.4 

102.9

搾乳戸数 

159 

194 

163 

185 

174 

87 

287 

97 

654 

1,346

248 

16 

20 

80 

76 

4 

9 

25 

23 

16 

0 

1 

1 

1 

1 

0 

3 

8 

4 

16 

2 

1 

142 

2

成立 

227 

5 

20 

78 

74 

4 

9 

15 

22 

14 

0 

1 

1 

1 

1 

0 

3 

8 

3 

11 

2 

1 

139 

2

最　高 

50,400 

1,050 

166,950 

183,750 

131,250 

158,550 

309,750 

316,050 

504,000 

382,200 

 

223,650 

120,750 

21,000 

26,250 

 

28,350 

21,000 

26,250 

162,750 

122,850 

31,500 

162,750 

143,850

最　低 

105 

105 

94,500 

26,250 

14,700 

58,800 

115,500 

3,150 

350,700 

138,600 

 

223,650 

120,750 

21,000 

26,250 

 

2,100 

3,150 

12,600 

26,250 

42,000 

31,500 

5,250 

105,000

平　均 

20,886 

672 

135,555 

129,137 

79,253 

127,050 

222,133 

173,670 

425,632 

286,500 

 

223,650 

120,750 

21,000 

26,250 

 

12,950 

10,369 

19,950 

90,628 

82,425 

31,500 

80,910 

124,425

肉素・黒毛　メス  

肉素・黒毛　メス　ＥＴ  

肉素・黒毛　メス計  

肉素・黒毛　去勢  

肉素・黒毛　去勢　ＥＴ  

肉素・黒毛　去勢計  

繁 殖 ・ 黒 毛   

廃 用 ・ 黒 毛   

畜　　　　種 出場 

444 

141 

585 

641 

230 

844 

47 

37

成立 

401 

120 

521 

554 

208 

762 

44 

35

最　高 

603,750 

833,700 

833,700 

574,350 

560,700 

574,350 

849,450 

228,900

最　低 

21,000 

159,600 

21,000 

105,000 

178,500 

105,000 

171,150 

52,500

平　均 

280,965 

352,686 

297,485 

368,791 

380,156 

371,893 

398,833 

117,990

平　均 

-2,199 

8,645 

2,435 

5,979 

1,822 

5,092 

61,314 

-9,562

乳牛・ホル　初妊   

乳牛・ホル初妊ET  

乳牛・ホ無　初妊   

乳牛・ホ無初妊ET 

畜　　　　種 出場 

369 

33 

8 

1

成立 

303 

28 

7 

1

最　高 

596,400 

735,000 

464,100 

685,650

最　低 

346,500 

465,150 

420,000 

685,650

平　均 

477,511 

614,213 

446,700 

685,650

先月との差 

-12,321 

-1,661 

-30,065 

-8,144 

-7,711 

 

2,289 

-76,318 

-19,831 

40,100 

 

8,050 

 

-48,400 

-86,940 

 

-19,600 

-19,031 

-23,625 

-54,743 

-7,525 

-53,550 

-49,810

先月との差 

-33,203 

-23,011 

-4,800 

184,800

計根別農協（ホクチクファーム）　初生トク　単価　8月１日現在　600円 

計根別農協乳牛頭数・肉用牛頭数　　8月1日現在 

未 経 産 1 2 ヶ 月 未 満   

未 経 産 1 2 ヶ 月 以 上   

そ の 他 の 未 経 産   

計 

経 　 産 　 牛 （ ホ ル ）  

そ の 他 の 経 産 牛   

計 

　 合 　 計 　   

乳　　用　　種（区分） 頭　　数 

3,709 

4,441 

16 

8,166 

11,245 

20 

11,265 

19,431

黒 毛 和 種 ス   

黒 毛 和 種 オ ス   

計  

F 　 1　（交雑種）　メ　ス   

F 　 1　（交雑種）　オ　ス   

計  

　 合 　 計 　   

　 総 合 計 　   

肉　　用　　種（区分） 頭　　数 

298 

51 

349 

93 

71 

164 

513 

19,944

頭　　数 

＋2 

＋96 

＋1 

＋99 

－1 

－1 

11,267 

＋97

頭　　数 

－4 

-4 

－8 

＋8 

＋10 

＋18 

503 

＋107

（内　１,086頭　モアン牧場入牧） 
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きりとり線 

き
り
と
り
線 
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住　所 

ご意見をお寄せ下さい。（季節の便りなど何でもけっこうです） 

氏　名 

ＴＥＬ 

答え 

きりとり線 

き
り
と
り
線

き
り
と
り
線 

きりとり線 

き
り
と
り
線 

抽選の結果下記の方が当選いたしました。 
プレゼントを組織広報係でお受け取り下さい。 

スカート 

斉藤　長市さん　加部　絢子さん　工藤　信也さん 
小林　　孝さん　本田　慶治さん 

¡正解者５名の方にすてきなプレゼントを 
　さしあげます。なお、正解者多数の場合 
　は抽選とさせていただきます。 
《応募方法》左下の点線の部分を事務所内
（販売機横）の投書箱へ。または、組織
広報係までＦＡＸ（78-2556）お願いし
ます。 
《締め切り》平成21年９月10日まで 
　当選者の発表は「けねべつ」９月号誌上 

　
七
月
・
八
月
と
夏
ら
し
い
日
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
す
で
に
秋
の
気
配
が
漂
う
今
日

こ
の
頃
で
す
が
、
牛
に
と
っ
て
は
、
比
較
的
過
ご
し
や
す
い
夏
だ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

　
天
候
不
順
で
苦
労
し
た
一
番
牧
草
も
、
八
月
上
旬
の
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
天
気
で
何

と
か
収
穫
も
終
わ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
日
照
不
足
と
刈
り
遅
れ
に
よ
る
サ
イ
レ
ー
ジ

の
品
質
と
収
穫
量
の
確
保
が
心
配
な
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て

天
候
が
回
復
し
、デ
ン
ト
コ
ー
ン
が
大
き
く
沢
山
の
実
が
付
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

　
さ
て
、
衆
院
選
は
八
月
十
八
日
に
公
示
さ
れ
、
三
十
日
の
投
開
票
に
向
け
、
自
民

党
・
公
明
党
の
連
立
政
権
の
継
続
か
、
民
主
党
中
心
の
政
権
へ
の
交
代
か
を
最
大
の

争
点
に
本
格
的
な
政
権
選
択
選
挙
の
火
ぶ
た
が
切
ら
れ
ま
し
た
。
道
内
で
は
比
例
単

独
と
小
選
挙
区
と
の
重
複
を
除
く
立
候
補
者
は
、
六
十
一
人
と
小
選
挙
区
制
導
入
以

降
二
〇
〇
〇
年
と
並
ぶ
最
多
タ
イ
と
な
っ
た
。 

　
こ
の
選
挙
は
、
我
々
国
民
に
と
っ
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

自
分
の
一
票
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、『
清
き
一
票
』
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

A B C D E

1

9 10

1211

2

7 8

6

17 1816

1513 14

19 20 21 22

23 24 26
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3 54

C

E

D

B

A
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編集／計根別農業協同組合  営農部  営農企画課 
発行日／平成21年８月28日 

組
合
長
の
公
務
に
よ
り
モ
ー
の
眼
差
し
は
お
休
み
し
ま
す
。 

　計根別地区の住民を「振り込め詐欺」などから守ろうと、農協ＡＴ

Ｍに計根別駐在所のお巡りさんの『千徳雄治巡査部長』そっくりな等

身大の似顔絵の分身を設置した。お巡りさんの『千徳さん』は、丸刈

りと口ひげという風貌と、独特なおしゃべりで住民から親しまれており、

住民の安全を守るため日夜パトロールを欠かさず行っている。 

　似顔絵には、「サギひったくりに注意」と書かれ、知らない人がＡ

ＴＭに入った時はびっくりするかもしれないが、インパクトがあり、

とても効果があると思われます。計根別地区には農協と郵便局にＡＴ

Ｍが２ヶ所あるが、どちらも職員の目が届きにくい場所にあるため、

お巡りさんの分身が代わりに24時間体制で警備してくれる。 

〝 〟 

佐
藤
参
事
と「
千
徳
さ
ん
」の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト 


